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研究講座

われわれ歯科医師にとって、ウイルスは口腔細菌ほ

ど身近な微生物ではありません。しかし、歯科医師の

診療領域である口腔粘膜に発症するウイルス感染症は

歯科医師が直接診断に当たるべきであります。また、

診療の現場では感染対策面でウイルスは身近で重要な

存在となってきています。

今回は口腔に現れるウイルス性感染症をテーマとし

ていますが、少し基本に戻ったところからウイルスに

ついて整理します。

１．�CD�DAについて

まず、歯科医師はどのようなウイルス感染症に注目

すべきかという点ですが、「疾病および関連保健問題

の国際統計分類第10回修正版 InternationalStatistical

ClassificationofDiseasesandRelatedHealthProblems

（ICD�10）」が参考となります。これは世界保健機関

が1990年に勧告したものです。その中から口腔科学に

関連するものが「国際疾病分類歯科学及び口腔科学へ

の適用第３版 ApplicationoftheInternationalClassifi

cationofDiseasestoDentistryandStomatology,Third

Edition（ICD�DA）」としてまとめられています。医

科では電子カルテ、レセプト電算対応の標準病名にIC

D�10分類コードが利用されていますが、歯科ではICD

�DAがより重要となります。そこで、ICD�DAで取り

上げられているウイルス感染症を図１～４に示しまし

た。病名の前にはそれぞれICD�DAのコードを付けて

います。

ウイルス感染症として、単純ヘルペス感染症、水

痘、帯状疱疹、麻疹、風疹、ウイルス性疣がありま

す。さらに、ヒト免疫不全ウイルス感染患者で発生す

る各種の細菌、真菌の感染症とサイトメガロウイルス

病、カポジ肉腫があります。唾液腺関連ではムンプス

ウイルスが挙げられています。歯科医師はこれらウイ

ルス感染症に対応する必要があるといえます。

２．ウイルスの基本構造と分類

ウイルスはその遺伝子である核酸として、DNAあ

るいはRNAを持っています。この違いによって大き

く２分されます。ウイルス粒子は核酸をタンパク質の

外殻が取り囲む構造をとっています。種類によって違

いはありますが、大きさはnmの単位です（図５）。小

さなものでは生存に必要な最小限の構造を持つのみで

他は宿主細胞の機能を使って自身を増殖させます。

新規のウイルスが発見されると、ウイルス遺伝子

（核酸）の種類と構造、ウイルス粒子の形態に加えて、

免疫学的性状、細胞内での増殖場所をもとに分類が行

われます。

３．ウイルスによる病気とウイルスの細胞、組織、

臓器親和性

ウイルスはそれぞれ特有の疾患を引き起こします

（図６）。その例として、アデノウイルスによる咽頭結

膜炎、肝炎ウイルスによる肝炎、コクサッキーウイルス

による手足口病といった疾患があります。ウイルスは

それぞれ感染する標的臓器が決まっています（図７）。

この感染過程で大きな鍵を握っているのはウイルスと

相互関係を始める細胞側のウイルスレセプターです。

例えば、HIVのレセプターはＴリンパ球に発現するC

D４分子とケモカインレセプターで、これらのレセプ

ターが発現していない細胞ではHIVの感染は成立しま

せん。

４．ウイルスの感染経路

呼吸器、消化管、皮膚、眼、泌尿器、生殖器がウイ

ルスの侵入門戸となります。口腔へは唾液を介してウ

図１

イルスが侵入しますが、一旦感染しますと口腔、咽

頭、気道で産生されたウイルスが唾液、分泌物として

口腔から排泄されることになります。空気感染するウ

イルスは水痘、麻疹、SARSコロナウイルス、飛沫感

染するのはインフルエンザ、ムンプス、風疹などで、

他の多くは血液、分泌物、糞便を介して接触感染をし

ます。複数の経路で感染するものもあります。

５．ウイルス感染様式

ウイルスの感染は急性感染と持続感染に大別できま

す。麻疹、風疹、ムンプスなどの急性感染では、生体

はまず非特異的防禦反応としてインターフェロン、マ

クロファージ、NK細胞、発熱でウイルス増殖を制御

します。その後、特異的免疫応答として抗体、細胞性

免疫が動員されウイルスは体内から排除されて生体は

回復します。明らかな症状が発現するものが顕性感染

で、症状をみないものが不顕性感染です。一方、回復

後もウイルスが生体内に存続するのが持続感染で、潜

伏感染、慢性感染、遅発性感染に分けられます（図８）。

Ｃ型肝炎のようにウイルスが産生され続けるものを慢

性感染、単純ヘルペスウイルスのようにウイルスとし

ては検出されず刺激により再活性化するものを潜伏感

染と呼びます。HIVによるAIDSのように非常に長い

潜伏期と経過をとり進行性で致死的な感染症が遅発性

感染です。

６．ウイルスに対する検査法

ウイルス感染症の診断は、臨床経過、臨床所見、疫

学的見地から行いますが、確定診断にはやはり検査が

必要です。検査法は感染性ウイルス、ウイルス抗原、

細胞形態変化、ウイルス核酸、抗体を検出する方法に

分けられます（図９）。急性期に検出されなかった抗

体が回復期に検出されたり、４倍以上に上昇する場合

には診断ができます。ELISA法を用いて感染初期に出

現するIgMを検出することも診断上有用です。このよ

うなウイルス感染のなかで口腔に関連する個別のウイ

ルス感染について次回から述べていきます。

（つづく）

口口腔腔外外科科学学第第二二教教室室教教授授 由由良良 義義明明

口口腔腔にに現現れれるるウウイイルルスス性性感感染染症症 ①①

大大阪阪大大学学大大学学院院歯歯学学研研究究科科顎顎口口腔腔病病因因病病態態制制御御学学講講座座

〈皮膚及び粘膜病変を特徴とする
ウイルス感染症〉

B00 ヘルペスウイルス�単純ヘルペス�
感染症
除外：ヘルパンギナ（B08.5）

B00.0 疱疹性湿疹
B00.1X カポジ�Kaposi�水痘様発疹、

口腔の症状発現
B00.1 ヘルペスウイルス（性）小水疱性皮膚

炎
B00.10 顔面単純ヘルペス�単純疱疹�
B00.11 口唇単純ヘルペス�単純疱疹�

B00.2 ヘルペスウイルス（性）歯肉口内炎及
び咽頭扁桃炎

B00.2X ヘルペスウイルス（性）歯肉口
内炎

B00.8 その他の型のヘルペスウイルス感染
症

B00.8X ヘルペスウイルス（性）ひょう
���疽

B01 水痘［鶏痘］
B01.8 水痘、その他の合併症を伴うもの
B01.8 口腔の症状発現

B02 帯状疱疹�帯状ヘルペス�
包含：shingles

B02.2 帯状疱疹、その他の神経系合併症を
伴うもの

B02.20 帯状疱疹後三叉神経痛
B02.21 帯状疱疹後神経痛、その他の

頭神経
B02.8 帯状疱疹、その他の合併症を伴うもの
B02.8X 口腔の症状発現

B03 痘瘡
注：1980年第33回世界保健総会は、
痘瘡が根絶されたことを宣言した。
本分類はサーベイランスのために残
されている。

B05 麻疹
B05.8 麻疹、その他の合併症を伴うもの
B05.8X 口腔の症状発現

コプリック班

�CD�DAに収載されたウイルス感染症（１）

図２

B06 風疹�ドイツ麻疹�
B06.8 風疹、その他の合併症を伴うもの
B06.8X 口腔の症状発現

B07 ウイルス（性）いぼ�疣��疣贅�
B07.X0 口腔の尋常性いぼ�疣�

�疣贅〉
B07.X1 口腔尖形�圭�コンジローム
B07.X8 その他の明示された口腔の症

状発現
B07.X9 口腔の症状発現,詳細不明

B08 皮膚及び粘膜病変を特徴とする
その他のウイルス感染症、他に分類
されないもの

B08.0 その他のオルソポックスウイルス感
染症

B08.00 オルフウイルス病�羊鵞口瘡�
の口腔の症状発現

B08.01 ワクチニアの口腔症状発現
B08.08 その他のオルソポックスウイ

ルス感染症の口腔の症状発現

B08.1 伝染性軟属腫
B08.1X 口腔の症状発現

B08.3 伝染性紅斑�第5病�
B08.3X 口腔の病状発現

B08.4 発疹を伴うエンテロウイルス性水疱
性口内炎
包含：手足口病

B08.4X エンテロウイルス性水疱性咽
頭炎

B08.5 エンテロウイルス性水疱性咽頭炎
ヘルパンギナ

B08.8X 皮膚及び粘膜病変を特徴とするそ
の他の明示されたウイルス感染症
包含：動物流行性口内炎

B08.8X 口蹄疫の口腔の病状発現
除外：手足口病の口腔の病状発現
（B08.4X）

�CD�DAに収載されたウイルス感染症（２）

図３

〈ヒト免疫不全ウイルス�H�V�病〉

B20 感染症及び寄生虫症を起こしたヒト
免疫不全ウイルス�H�V�病
除外：急性H�V感染症候群（B23.0）

B20.0 マイコバクテリア感染症を起こした
H�V病
包含：結核を起こしたH�V病

B20.0 口腔の症状発現
B20.1 その他の細菌感染症を起こしたH�V病
B20.1X 口腔の病状発現

B20.2 サイトメガロウイルス病を起こした
H�V病

B20.2X 口腔の病状発現
B20.3 その他のウイルス感染症を起こした

H�V病
B20.3 口腔の症状発現

B20.4 カンジタ症を起こしたH�V病
B20.4X 口腔の症状発現

B20.5 その他の真菌症を起こしたH�V病
B20.8X 口腔の症状発現

B20.7 複合感染症を起こしたH�V病
B20.7X 口腔の症状発現

B20.8 その他の感染症及び寄生虫症を起
こしたH�V病

B20.8X 口腔の症状発現
B20.9 詳細不明の感染症又は寄生虫を起

こしたH�V病
包含：感染症を起こしたH�V病N

OS
B20.9X 口腔の症状発現

B21 悪性新生物を起こしたヒト免疫不
全�H�V�病

B21.0 カポジ�kaposi�肉腫を起こしたH�
V病

B21.0X 口腔の症状発現
B21.1 バーキット�Burkitt�リンパ腫を起

こしたH�V病
B21.1X 口腔の症状発現

B21.2 その他の型の非ホジキン�non�Ho
dgkin�リンパ腫を起こしたH�V病

B21.2X 口腔の症状発現

�CD�DAに収載されたウイルス感染症（３）

B21.7 多発悪性新生物を起こしたH�V病
B21.7X 口腔の症状発現

B21 悪性新生物を起こしたヒト免疫不全
ウイルス�H�V�病

B21.8 その他の悪性新生物を起こしたH�V
病

B21.8X 口腔の症状発現
B21.9 詳細不明の悪性新生物を起こしたH�

V病
B21.9X 口腔の症状発現

B23 その他の病態を起こしたヒト免疫不
全ウイルス�H�V�病

B23.0 急性H�V感染症候群
B23.0X 口腔の症状発現

B23.1 （遷延性）全身性リンパ節症を起こし
たH�V病

B23.1X 口腔の症状発現
B23.8 その他の明示された病態を起こした

H�V病
B23.8X 口腔の症状発現

B24 詳細不明のヒト免疫不全ウイルス
�H�V�病
包含：後天性免疫不全症候群
�A�DS�

�エイズ��NOS
A�DS�エイズ�関連症候群�ARC�
NOS

B24.XX 口腔の症状発現
�その他のウイルス疾患�

B25 サイトメガロウイルス病
B25.8 その他のサイトメガロウイルス病
B25.8X 口腔の症状発現

B26 ムンプス
おたふくかぜ

B26.9 ムンプス､合併症を伴わないもの
B26.9X 口腔の症状発現

B27 伝染性単核症
包含：腺熱

B27.8 その他の伝染性単核症
B27.8X 口腔の症状発現
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図７

�ウイルスの種類

�アデノウイルス

�ライノウイルス

�インフルエンザウイルス

�日本脳炎ウイルス

�ポリオウイルス

�狂犬病ウイルス

�肝炎ウイルス

�乳頭腫ウイルス

�ヒト免疫不全ウイルス

�麻疹ウイルス

�風疹ウイルス

�ムンプスウイルス

�コクサッキーウイルス

�病気
�咽頭結膜炎

�鼻かぜ（普通感冒）

�インフルエンザ

�日本脳炎

�ポリオ

�狂犬病

�肝炎、肝癌

�乳頭腫

�エイズ

�麻疹

�風疹

�流行性耳下腺炎（おたふくか
ぜ）

�手足口病

ウイルスと病気

�呼吸器親和性ウイルス
インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、コロナウイルス

�腸管親和性ウイルス
ポリオウイルス、コクサッキーウイルス

�神経親和性ウイルス
ポリオウイルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、単純ヘ
ルペスウイルス

�皮膚親和性ウイルス
風疹ウイルス、麻疹ウイルス、パピローマウイルス、単純ヘル
ペスウイルス

�リンパ球親和性ウイルス
EBウイルス、H�V

�肝親和性ウイルス
A、B、C、D、E型ウイルス

ウイルスの細胞、組織、臓器親和性

慢性感染

�B型肝炎ウイルス

�C型肝炎ウイルス

�ヒトT細胞白血病ウイルス

（HTLV�１）

遅発性感染

�亜急性硬化性全脳炎ウイルス

（SSPE）：麻疹ウイルス

�レンチウイルス：H�V

�プリオン

潜伏感染

�単純ヘルペスウイルス

�水痘�帯状疱疹ウイルス

�サイトメガロウイルス

�EBウイルス

�JCウイルス

�ボルナ病ウイルス

持続感染ウイルス
図８

�直接検査
形態学的
電子顕微鏡観察：ウイルス粒子
光学顕微鏡観察：封入体
酵素抗体法：ウイルス抗原
蛍光抗体法：ウイルス抗原
生化学的
polymerasechainreaction（PCR）：ウイルス核酸
ウエスタンブロット法：ウイルス抗原

�ウイルス分離と同定：培養細胞、実験動物、発育鶏卵

�血清学的診断
中和試験（NT）、赤血球凝集阻止試験（H�）、補体結合試験（C
F）、蛍光抗体法（�F）、酵素抗体法（E�A、EL�SA）、ラジオイム
ノアセイ（R�A）、ウエスタンブロット法

ウイルス感染症の診断に用いる検査
図９

RNAウイルス粒子の
模式図

�CD�DAに収載されたウイルス感染症（４）

DNAウイルス粒子の
模式図

100nm

ヘルペスウイルス科

単純ヘルペス脳炎

巨細胞封入体病，水痘

ポックスウイルス科

天然痘

種痘

アデノウイルス科

咽頭結膜熱

流行性角結膜炎

パポーバウイルス科

いぼ

ポリオーマ

バルボウイルス科

伝染性下痢症？

イリドウイルス科

アフリカ豚熱

（ヒトの病気なし）

パラミクソウイルス科

ムンプス

麻疹

パラインフルエンザ

オルソミクソウイルス科

インフルエンザＡ

インフルエンザＢ

コロナウイルス科

かぜ

レトロウイルス科

ニワトリ腫瘍

マウス腫瘍

ヒ ト腫瘍（？）

アレナウイルス科

脈絡髄膜炎

ラッサ熱

レオウイルス科

下痢症

100nm

ラブドウイルス科

狂犬病

ピコルナウイルス科

ポリオ

トガウイルス科

日本脳炎

黄熱

風疹

ブンヤブウイルス科

熱性病
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